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2018年 2月 23日 

 

ＧＫＰ北海道 下水道フォーラム 報告書 

 

GKP北海道       

開催日時：平成 30年度 2月 15日（木） 16:00～17:30 

会場：TKP札幌カンファレンスセンター7F（カンファレンスルーム 7B） 

参加人数：GKP北海道会員 37名（うち新規会員 2名） 

内容 

（1）「GKP本部の活動について」（16：10～16：30） 

  メタウォーター（株）技監 栗原秀人 様（下水道広報プラットフォーム企画運営副委員長）  

（2）「GKP北海道の活動について」（16：30～16：50） 

（株）顧問 竹内正志 様（GKP北海道 幹事） 

 （3）「札幌市の広報戦略について」（16：50～17：10） 

札幌市 下水道河川局 経営管理部 経営企画課 和田 剛士 様 

 

（1）「GKP本部の活動について」 

 概要：①下水道が見えているか！（迫りくる危機を直視せよ） 

②何故 GKPか（広報の Change）～GKPにおける自治体との連携事例の紹介～ 

上記の二本立てで説明が行われた。 

・現在 20歳の大人が生れたときの下水道普及率は 8割であることから、若者に下水道

の認知度がないのは事実。 

・下水道がなかった時代を経験している世代が下水道の価値や未普及時の苦労を若者

に伝えていくことが今後の活動で必要。 

・GKP活動を通じて下水道の存在と価値を国民に周知していくことが必要。 

 

当日の資料の抜粋 
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・下水道があることにより可能となっている現在の生活を認識し、若者世代にも下

水道の価値を周知しなければいけない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・その他 GKP活動の事例が紹介された。 
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（2）「GKP北海道の活動について」 

 概要：GKP（下水道 広報 プラットフォーム） の設置目的である、①バラバラだった

下水道の PR活動を一つにまとめ、情報交流、連携の母体とすること。②下水道界

が一丸となって下水道の魅力を伝えていくことを再確認した。 

     また、GKP北海道の行動目標は以下の通り。 

 

下水道の広報活動にかかる情報交流、連携の母体として、

道民に下水道の真の価値を伝え、今後の下水道を道民みん

なで考えていく道内下水道ネットワークの構築を目指す。 

 

 その他、これまでの GKP北海道の主な活動について紹介された。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、今後の活動予定も紹介され、上記の目標に向けて会員の意識が高まった。 
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（3）「札幌市の広報戦略について」 

 概要：下水道科学館のリニューアル情報について説明があった。 

・下水道科学館は現状①展示部の老朽化、②展示物の陳腐化、③来館者数が横ばい

である。 

・リニューアルを行うことにより、会館当初の目的であった「下水道の仕組みや役

割を楽しみながら理解してもらう広報施設」として生まれ変わることが期待され

ている。 

・リニューアル後は子どもたちも遊べる空間がさらに充実され、下水道をより知っ

てもらうことが可能となる。 

・下水道における広報の必要性も指摘され、下水道はあって当たり前の存在になっ

ていることから、下水道のプレゼンス（存在感）を向上すべく、平成 29年度は「若

手ワーキングプロジェクトの実施」、「局内リレーメッセージ（GKリレーメッ

セージ）」、「下水道事業パネル展」等の活動を行った。 

 

その他、リニューアル後のイメージが紹介され、GKP活動の一環で見学会を行うこ

とはできないかとの意見も出た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


